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決算概要

2023年３月期 第３四半期 2024年３月期 第３四半期

科 目 金額 前年比 金額 前年比

売 上 高 16,597 百万円 103.0% 17,330 百万円 104.4%

売 上 総 利 益 4,400 百万円 107.4% 4,744 百万円 107.8%

営 業 利 益 2,033 百万円 114.8% 2,220 百万円 109.2%

経 常 利 益 2,078 百万円 112.6% 2,275 百万円 109.5%

親 会 社 株 主 に 帰 属 す る 四 半 期 純 利 益 1,407 百万円 112.0% 1,573 百万円 111.8%

受 注 残 高 6,692 百万円 105.7% 8,298 百万円 124.0%

決算概要
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決算概要
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決算概要

売上高

営業利益

● 要因 公共Solにおいて「Polisys」を中心としたデータ利活用ソリューションが伸長+ 未来社会

● 要因 医療Solにおいて電子カルテソリューション「i-MEDIC Plus」シリーズの販売が堅調+

● 要因 GNSS Solにおいて「Cohac∞ Ten+」等の高精度測位技術を活用したソリューションが伸長+

● 要因 金融機関向けの保守案件や半導体関連装置に関する業務が伸長+

● 要因 信販向けのシステム開発が伸長+

● 要因 ソリューション案件の増加により利益拡大+

● 要因― 流通系のWeb開発案件の縮小

● 要因 DXインサイトSolにおいて「RPA（Robotic Process Automation）」案件を中心に伸長+

顧客業務

産業技術

顧客業務

産業技術

未来社会

産業技術

決算の増減要因

産業技術

● 要因 公共Solにおいて一部不採算案件が発生― 未来社会
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決算概要

事業区分別の業績

2023年３月期 第３四半期 2024年３月期 第３四半期

売上高 売上総利益 売上高 売上総利益

未来社会ソリューション事業 公共 Sol 901 百万円 371 百万円 1,105 百万円 333 百万円

医療 Sol 545 百万円 152 百万円 583 百万円 155 百万円

エネルギー Sol 777 百万円 249 百万円 802 百万円 248 百万円

その他 Sol 726 百万円 225 百万円 721 百万円 217 百万円

合計 2,951 百万円 999 百万円 3,213 百万円 955 百万円

産業技術ソリューション事業 IoT(AI) Sol 852 百万円 336 百万円 890 百万円 328 百万円

メディア Sol 1,079 百万円 178 百万円 1,043 百万円 228 百万円

GNSS Sol 218 百万円 88 百万円 296 百万円 101 百万円

DXインサイト Sol 153 百万円 38 百万円 219 百万円 57 百万円

その他 Sol 4,094 百万円 1,226 百万円 5,146 百万円 1,602 百万円

合計 6,398 百万円 1,867 百万円 7,597 百万円 2,318 百万円

顧客業務インテグレーション事業 7,247 百万円 1,533 百万円 6,519 百万円 1,470 百万円
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決算概要

2023年３月期 期末 2024年３月期 第３四半期

金額 前期末比 金額 前期末比

流動資産 13,128 百万円 113.1% 13,800 百万円 105.1%

固定資産 8,592 百万円 102.9% 8,580 百万円 99.9%

資産合計 21,720 百万円 108.8% 22,380 百万円 103.0%

流動負債 5,775 百万円 106.8% 5,443 百万円 94.3%

固定負債 746 百万円 79.5% 688 百万円 92.3%

負債合計 6,521 百万円 102.8% 6,131 百万円 94.0%

純資産 15,198 百万円 111.6% 16,248 百万円 106.9%

負債・純資産合計 21,720 百万円 108.8% 22,380 百万円 103.0%

連結貸借対照表
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情報サービス
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決算概要

売上高の業種別割合

■ 未来社会ソリューション
■ 産業技術ソリューション
■ 顧客業務インテグレーション

2024年３月期
第３四半期

内側の円グラフ内訳：



中期経営計画の進捗状況



第14次コアグループ中期経営計画の要旨
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基本戦略

第14次コアグループ中期経営計画（2024年３月期～2026年３月期）

ソーシャル・ソリューションメーカーとは

自社の特長を最大限に活かしてICTサービス（技術と経験）で社会課題を解決すること

ソーシャル・ソリューションメーカー
ICTで社会課題を解決し、価値を共創する企業として

SX（サステナビリティ・トランスフォーメーション）を実現

基本方針
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基本戦略

事 業 戦 略 人 材 戦 略

全国の顧客に均一なサービスを提供 社会課題を可視化し、高付加価値を創出するSX人材

個 知 伝

個性・魅力の
活性化

知識・技術に
おける価値向上

表現力・提案力で
社会課題の解決

● アップスキリングによるソリューション力向上

● リスキリングによる活躍の場拡大

「個の力」を磨いて人的資本の価値向上を図り
SXを実現する人材を育成する

グロースエンジン ビジネスソース

未来社会
ソリューション事業

産業技術
ソリューション事業

顧客業務
インテグレーション事業

研究開発 知的財産 人材育成 M＆A

財 務 戦 略

基本方針
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基本戦略

2026年３月期 ゴール

売上高 240億円 260億円 300億円
（M&A含む）

営業利益 30億円 33億円 40億円

営業利益率 12.5% 12.7% 13.3%

2024年３月期 2025年３月期 2026年３月期
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基本戦略

前々・前計画からの経営指標推移

第12次 第13次 第14次

2018年３月期 2019年３月期 2020年３月期 2021年３月期 2022年３月期 2023年３月期 2024年３月期 2025年３月期 2026年３月期

売上高 20,609 20,464 20,997 20,785 21,798 22,848 24,000 26,000 30,000

営業利益 1,304 1,616 1,800 2,032 2,367 2,743 3,000 3,300 4,000

営業利益率 6.3% 7.9% 8.6% 9.8% 10.9% 12.0% 12.5% 12.7% 13.3%

［百万円］
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基本戦略

1,000億企業を目指して

新規ソリューション創出

オーガニック成長

インオーガニック成長

第14次
コアグループ
中期経営計画

第13次
コアグループ
中期経営計画

2026年

300億
（内 M&A50億）

1,000億

2040年

500億

2030年

● 継続して5%以上成長するオーガニック成長（既存の経営資源での成長）

● 社会課題を解決する新規ソリューション創出により持続可能な社会を実現

● 売上高1,000億円の早期実現に向けたインオーガニック成長（戦略的M&Aの推進）

2040年までの売上高1,000億円の実現に向け、第14次コアグループ中期経営計画では戦略的
なM&A50億円を含めた売上高300億円達成を目指します。
社会課題を解決する「ソーシャル・ソリューションメーカー」として、ステークホルダーと
共創したソリューションを継続して創出し、持続可能な社会を実現してまいります。
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分野別戦略

・事業セグメントの再定義による事業の選択と集中及び顧客課題から社会課題解決へスケールアウト

未来社会ソリューション事業、産業技術ソリューション事業、顧客業務インテグレーション事業

・コアSXフレームワークによる新しい価値の創出

・コアSXエコシステムによる社会課題の深掘り

・自社技術、業務ノウハウの活用

社会課題の見える化⇒戦略投資によるソリューション化⇒全国へ均一ソリューションの提供⇒社会課題解決

・先進技術による新規市場創出

・情報・データの利活用（コア営業DX、コア企業プラットフォームの推進）

・SX人材の育成

知識の最大化（社会課題の見える化力、既存業務フローの習熟度の最大化）
能力・技能の向上（顧客課題の分類・顕在化能力、ドキュメント力）

・人材の最適配置と活性化

組織を超えた人材交流の場の提供

・数の確保

・研究開発の戦略投資と成果の見える化

・事業戦略に沿ったM＆A（技術・人材）

・知的財産の新規取得

事
業
戦
略

人
材
戦
略

財
務
戦
略
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分野別戦略

サステナブル

多様性

SXの実現に
向けた

経営の強化

企業価値の向上

共創・協創

顧客
ステーク
ホルダー

社会
課題

社会課題を解決する
高付加価値な

ソリューションの創出

SXの実現

持続可能な社会の実現

社会

産業

顧客

未来社会ソリューション事業

産業技術ソリューション事業

顧客業務インテグレーション事業

環境や生活基盤などの未来における社会課題に対し、
自社の特長を活かして高付加価値なソリューションを創出

顧客が有する業務課題に対し、
IoT（AI）やGNSSなどの特化ICT技術を活かした
ソリューションを提供

顧客業務に対し、
業務知識やノウハウを活かしたICTトータルサービスを提供

内包する
事業カテゴリ

内包する
事業カテゴリ

内包する
事業カテゴリ

公共 医療 エネルギー

IoT（AI） メディア GNSS DXインサイト

製造 金融

グ
ロ
ー
ス
エ
ン
ジ
ン

ビ
ジ
ネ
ス
ソ
ー
ス

競
争
優
位
性
の
確
保

顧
客
課
題
へ
の
対
応

価値観の多様化・産業構造・事業環境

同期

わたしたちのビジネス



中期経営計画へのとりくみ状況

事業戦略 人材戦略 財務戦略
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総括 2024年３月期 第３四半期の主なとりくみ

事業戦略

人材戦略

財務戦略

• 新しく開始した社内認定制度向けの、人材育成活動が活発化。引き続き、能力・技能の向上を目指した育成活動

を継続予定。

• 健康マネジメントの推進に向けた計画策定や、ワークライフバランス関係の制度構築などの動きが継続。

• 社員のエンゲージメント向上について、社員全員参加型の企業文化継承活動にて検討を推進。

• 継続的な企業成長を目的とした積極的なM&A推進の一環として、SBIインベストメント株式会社が設立・運営す
るベンチャー投資ファンド「SBI Venture Fund2023A投資事業有限責任組合」への出資を決定。

• 【未来社会ソリューション事業】防災に関するソリューションを引き続き強力に推進。顧客ヒアリングを継続

し、ニーズに沿ったソリューション創出を計画。

• 【未来社会ソリューション事業】気候変動に関するソリューション構築が順調。システム化の実現性確立に向

け、共創パートナーとの協業を推進。

• 【産業技術ソリューション事業】製造業向けの工場における遠隔保全に関するソリューションが順調。必要な

機能要件の追加対応や全国展開に向けた営業活動を推進。

• 【顧客業務インテグレーション事業】金融分野において勘定系システムや基幹システムのDX化に関する案件が

引き続き増加。製造分野では、物流や交通、通信インフラ系の業務に対するAI技術を用いたソリューションの

実証実験が継続中。
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2023年３月期
第３四半期

2024年３月期
第３四半期

前年比

売 上 高 7,247 6,519 90.0%

営 業
利 益

710 690 97.2%

2023年３月期
第３四半期

2024年３月期
第３四半期

前年比

売 上 高 6,398 7,597 118.7%

営 業
利 益

843 1,108 131.4%

事業戦略 TOPICS

⚫ 生成AIなどを活用したDX関連の新規案件引
き合いが増加。

⚫ 自治体でのデジタルツインに向けた情報整
備事業、医療分野におけるBCP対策、エネ
ルギーインフラ分野における提案が好調。

社会課題の解決 技術・ノウハウ活用 新規市場創出 情報・データ利活用

2023年３月期
第３四半期

2024年３月期
第３四半期

前年比

売 上 高 2,951 3,213 108.9%

営 業
利 益

479 420 87.8%

[百万円]

⚫ 製造業における安定操業支援ソリューション
の引き合いが活発。

⚫ RPAソリューションを中心としたDXインサ
イト分野が大きく伸長。

⚫ 2023年12月開始のアルコールチェック義務化
に合わせCagou IT点呼の引き合いが活性。

未来社会

産業技術

顧客業務

[百万円]

[百万円]

18.5%

43.8%

37.6%

[セグメントごとの売上高構成比]

⚫ 金融業を中心とした開発案件が好調に推移。

⚫ 新規案件引き合いもあり、引き続き好調を
維持する見通し。

⚫ 事業内容や要員配置の最適化により利益向
上。
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ソリューション TOPICS

⚫ 令和３年に閣議決定された「デジタル社会の実現に向けた重点計画」のなかで掲げられた「防災分野のデジタル

化」の方針に沿い、情報基盤「Polisys」、情報利活用ソリューション「CoMDISシリーズ」をデータ連携基盤と

して、防災分野への利用拡大を推進。

⚫ ６月に開催したWebセミナー「災害対策本部の運用と住民避難誘導」に続き、「地震災害を念頭に置いた自治体

BCPのあるべき姿」をテーマにした自治体・防災担当課向けのWebセミナーを10月に開催。23の自治体が参加

して好評を得ると共に、BCP防災に関する課題検討会の立ち上げに向けた動きを加速。

未来社会貢献するSDGs

BCP防災ソリューション

公共

『地震災害を念頭に置いた自治体BCPのあるべき姿』
のWebセミナーを開催

（2023年8月9日 当社ニュースリリース）

https://www.core.co.jp/news/719

課題検討会の立ち上げ

自治体の抱える課題を共有し、
被災時の意思決定支援を行うために必要な情報を検討

BCP防災システム

国・各省庁 都道府県

他の市区町村ライフライン 民間企業

情報連携

課題検討会

・リスク予測

・災害対策本部の運営・管理

・避難所管理支援

・被害情報収集

・被害情報整理・共有

・備蓄品の管理・輸送

・罹災判断・住宅診断

・避難訓練

意思決定支援

地図表示 情報評価支援

ホワイトボード オフライン

https://www.core.co.jp/news/719
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ソリューション TOPICS

⚫ 2024年度から導入される準天頂衛星みちびきの信号認証サービスに対応。自動運転やドローンの自律飛行技術が

普及するなか、なりすまし技術による盗難や事故の誘発を防ぎ、安全性・信頼性の向上に貢献。

⚫ 内閣府「2023 年度みちびきを利用した実証事業」に採択。楽天グループ株式会社、株式会社ＡＣＳＬと共同で

物流利用を想定した実証実験を実施予定。

産業技術貢献するSDGs GNSS

ドローンサービス

内閣府
「2023年度みちびきを利用した実証事業」に採択

（2023年10月13日 当社ニュースリリース）

https://www.core.co.jp/system/files/2023-
10/news_20231013_0.pdf

みちびきの信号認証サービス

疑似信号によりGNSS受信機の位置を狂わせ、ドローンや自動車・船舶等を本来とは違う

ルートに誘導するスプーフィング（なりすまし）技術が脅威となるなか、みちびきから配

信される電子署名認証技術を活用し、測位信号の真正を検証できる仕組み。

みちびきの信号認証サービスに対応することで

本当の測位衛星から送信された測位信号のみを用いたセキュアな測位が可能に

第三者による
GNSSスプーフィング

認証不可データ

ユーザ

GPS、Galileo

認証可能データ

管制局

みちびき

秘密鍵

公開鍵

秘密鍵を用いて
生成された

信号認証データ

信号をブロック

https://www.core.co.jp/system/files/2023-10/news_20231013_0.pdf
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ソリューション TOPICS

⚫ 12月に開催されたJAPAN BULID内の建設DX展に、みちびきCLAS対応国産ドローン「ChronoSky PF2」、

「ChronoSky Eyes」を展示、ブース内セミナーも実施し建設業界へのプロモーションを強化。

⚫ 山中の砂防施設など、インターネットが利用できない環境での施設点検にターゲットを絞り、建設コンサルタント、

測量企業への営業活動を推進。

産業技術貢献するSDGs GNSS

目視外点検見える化ソリューション

建設DX展会場の様子

展示ブースでは、みちびきCLAS対応国産ドローン「ChronoSky PF2」、ドローン点検

「目視外点検見える化ソリューション ChronoSky Eyes」 の他に当社GNSS受信機、

位置管理ソリューションなどを展示 、ブース内セミナーの実施などで好評を博す。

目視外点検見える化ソリューション ChronoSky Eyes

https://youtu.be/JoIOCbS9c64（外部サイト）

ChronoSky Eyesの強み、利用シーンを

ご理解いただくための紹介動画をHP上に公開。

https://youtu.be/JoIOCbS9c64
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財務戦略 TOPICS

⚫ 継続的な企業成長を目的とした積極的なM&A推進の一環として、SBIインベストメント株式会社が設立・運営する
ベンチャー投資ファンド「SBI Venture Fund2023A投資事業有限責任組合」への出資を決定。

⚫ 出資を通じてスタートアップ企業との繋がりを持つことで協業、業務提携など事業戦略に相乗効果をもたらす技術
交流、新規ソリューションの創出・共創を目指す。

SBI Venture Fund2023投資事業有限責任組合について

M＆A 戦略的投資

ファンド名称 SBI Venture Fund2023A投資事業有限責任組合

ファンド総額 1,000億円

投 資 対 象
Web3、メタバースなどの「デジタルスペース」および「ヘルスケア」「DX」「Climate Tech」などの
今後の成長産業

運 用 期 間 10年間（2023年９月～2033年６月末まで）

当社出資金額 ３億円

ファンド概要

本ファンドの主な投資領域は、Web3、メタバースなどの「デジタルスペース」に加え、「AI」「fintech」
「ヘルスケア」「DX(デジタルトランスフォーメーション)」「Climate Tech（気候テック）」など、今後の
成長産業と見込まれる幅広い領域の革新的技術・サービス領域となっております。

これらの対象領域は、当社が有するソリューションとの親和性が高く、本ファンドが出資するスタートアップ
企業との関係を構築することにより、社会課題を解決する新たなソリューションの共創を図ってまいります。
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本資料に含まれる計画や業績見通し等は、現時点における情報を
もとに、当社が計画・予測したものであり、今後の経済動向や市場
環境等の様々な条件・要素により変動する可能性があります。

そのため、実際の業績がそれらの記述等と異なるリスクや不確実
性がありますことを、予めご了承ください。
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